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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
と
あ
る
未
来
と
銀
色
の
巨
人

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
９
７
６
Ｓ

【
作
者
名
】

　
Ｉ
Ｄ
Ｆ

【
あ
ら
す
じ
】

　
未
来
の
学
園
都
市
。

『
イ
マ
ジ
ン
ブ
レ
イ
カ
ー
』
こ
と
上
条
当
麻
は
学
園
都
市
空
軍
の
エ
ー
ス
パ
イ

ロ
ッ
ト
と
な
り
、
結
婚
し
子
供
を
設
け
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
た
。

あ
の
日
ま
で
は
。
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第
一
話
『
放
た
れ
た
悪
魔
』
（
前
書
き
）

文
才
ゼ
ロ
で
す
が
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
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第
一
話
『
放
た
れ
た
悪
魔
』

学
園
都
市
内
の
あ
る
高
層
ビ
ル
。
こ
こ
は
た
だ
の
ビ
ル
で
は
な
い
。

牢
獄

人
間
た
ち
を
襲
う
悪
魔
を
閉
じ
込
め
る
牢
獄
だ
っ
た

そ
し
て
今
、
そ
こ
か
ら
学
園
都
市
を
、
そ
し
て
世
界
を
震
撼
さ
せ
る
悪
魔
が
放

た
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

『
全
兵
士
に
告
ぐ
！
！
至
急
、
第
二
通
路
に
集
結
せ
よ
！

標
的
の
銃
殺
は
許
可
さ
れ
て
い
る
！
！

全
兵
力
を
挙
げ
て
殲
滅
せ
よ
！
！
』

《
邪
魔
ダ
ア
ア
ア
ア
ァ
！
！
！
！
！
》

『
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
あ
！
！
』

人
間
よ
り
も
大
き
な
怪
物
は
銃
を
乱
射
す
る
兵
士
た
ち
を
次
々
と
惨
殺
。

一
人
、
ま
た
一
人
と
ま
る
で
蟻
を
踏
み
潰
す
か
の
よ
う
に
命
を
刈
り
取
っ
て
い

く
。
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「
う
わ
あ
！
来
る
な
、
く
、
来
る
な
あ
ア
ア
ア
！
！
！
！
！
」

《
・
・
・
フ
ン
》

怪
物
は
鼻
を
鳴
ら
す
と
―
―
―
―
―
―

《
ハ
ア
ア
ア
ッ
！
》

巨
大
な
尾
を
使
い
、
高
く
飛
び
上
が
り

「
う
、
う
あ
あ
あ
！
！
」

グ
シ
ャ
ア
ッ
！
！
！
！

最
後
の
一
人
を
・
・
・
・
踏
み
潰
し
た
。

《
ヒ
ャ
ア
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ア
ア
！
！
！
》

殺
し
を
楽
し
む
よ
う
に
笑
い
血
の
海
と
な
っ
た
通
路
を
進
ん
で
い
く
。

《
ア
ア
、
自
由
ダ
・
・
・
コ
コ
ヲ
デ
レ
バ
・
・
・
・
好
キ
ナ
ダ
ケ
人
間
ヲ
貪
リ

喰
エ
ル
・
・
・
！
！
》

そ
し
て
怪
物
が
壁
を
壊
し
、
外
へ
と
繰
り
出
そ
う
と
し
た
瞬
間
―
―
―
―
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一
発
の
銃
弾
が
怪
物
の
肩
に
命
中
し
た
。

《
グ
ア
！
？
・
・
・
キ
サ
マ
ァ
ァ
・
・
・
！
》

怪
物
が
振
り
向
き
、
睨
み
付
け
た
先
に
は
、
短
い
茶
色
の
髪
と
白
衣
を
着
た
女

性
が
拳
銃
を
突
き
付
け
、
立
っ
て
い
た
。

《
死
ニ
タ
イ
ラ
シ
イ
ナ
・
・
・
・
電
撃
女
ガ
・
・
・
ウ
ゥ
！
？
》

突
如
撃
た
れ
た
左
肩
が
膨
れ
上
が
り

《
グ
、
ギ
、
オ
オ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
！
》

激
痛
が
襲
い
、
怪
物
は
肩
を
抑
え
、
悶
え
苦
し
み
始
め
た
。

「
こ
れ
で
・
・
・
終
わ
り
よ
！
！
」

そ
し
て
女
が
と
ど
め
を
刺
す
べ
く
引
き
金
に
手
を
掛
け
た
。

そ
の
時
だ
っ
た
。

『
美
琴
・
・
・
』

「
！
！
」

怪
物
の
顔
が
み
る
み
る
変
わ
っ
て
い
き

『
美
琴
』
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二
度
と
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
声
で
女
に
語
り
か
け
た
。

『
美
琴
・
・
・
俺
を
・
・
・
撃
つ
の
か
・
・
・
・
？

撃
た
な
い
で
く
れ
・
・
・
美
琴
・
・
・
！
』

「
・
・
・
そ
・
・
う
じ
・
・
・
！
？
」

引
き
金
か
ら
指
が
離
れ
た
そ
の
瞬
間
を
『
怪
物
』
は
見
逃
さ
な
か
っ
た
。

《
バ
カ
メ
！
！
》

壁
を
破
壊
し
、
そ
の
ま
ま
地
上
へ
と
墜
ち
て
い
っ
た
。

「
く
っ
・
・
・
・
」

あ
わ
て
て
美
琴
と
怪
物
に
呼
ば
れ
た
女
性
が
追
い
掛
け
、
壁
に
空
い
た
穴
か
ら

下
を
覗
き
込
ん
だ
が
、
す
で
に
怪
物
の
姿
は
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
。

こ
れ
が
、
人
類
を
恐
怖
に
陥
れ
る
惨
劇
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

とある未来と銀色の巨人
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